


小杉丸山遺跡は射水丘陵に所在する飛鳥時代後期の瓦や須恵器の製作遺跡であり、窯

跡や工人の工房跡と住居跡などが一体となって保存されており、古代の窯業生産の全貌

を示す全国的にも貴重な遺跡として、平成 2年 3月 に史跡として国の指定を受けました。

この遺跡は昭和56年から小杉流通業務団地の造成に先立ち実施された発掘調査によっ

て発見されたものであり、遺跡の重要性が広く一般に認識されるに至り、関係機関等の

英断のもとに昭和59年 には遺跡に盛上がなされ保存されることになりました。さらに文

化庁の理解を得て、わが国の歴史を正しく理解するための学術上価値の高い遺跡として、

文化財保護法に基づく史跡指定を受けた後、県ではさっそく平成 2年度に学識経験者等

から成る整備計画策定委員会を組織し、公開と活用を図るための基本計画の策定に着手

いたしました。

平成 5年度には文化庁の史跡等活用特別事業の採択を受け、 3箇年計画で総事業費約

3億 7千万円の環境整備事業が着手されました。事業の内容は、実際に火入れのできる

古代の登窯の復元、地形模型の屋外展示、古代の焼物を展示テーマとするガイダンス施

設の建設などで、史跡指定地全域の約 3万 3千m2が史跡公園として整備されました。

今後は郷土学習の場として、そして古代人の英知を偲べる憩いの場として多くの人々

に活用されることを念願しております。

終わりに、本事業を実施するにあたり、ご指導やご協力をいただいた文化庁記念物課

をはじめ、田中 琢、水野正好、湊 晨、西井龍儀、埴生雅章の委員各位、富山県高岡

土木事務所、土木部営繕課、小杉町及び大門町、また、工事中格別のご配慮をいただい

た小杉流通業務団地の各事業所の皆様に心から感謝申し上げます。

平成8年 3月

富山県教育委員会

教育長 吉 枝 信 朗



ロ例

1.本書は、平成5～ 7年度の 3箇年にわたり国補事業として実施した国指定史跡小杉丸山遺

跡環境整備事業の報告書である。

2.事業の実施にあたり、国指定史跡小杉丸山遺跡環境整備検討委員会 (4名 )を組織し、指

導と助言を得た。工事の発注等にあたっては、富山県土木都営繕課及び高岡土木事務所に全

面的な協力を得た。

〔国指定史跡小杉丸山遺跡環境整備検討委員会委員〕

水野正好 (奈良大学教授)

湊  晨 (富山県文化財保護審議会委員)

西井龍儀 (富山県考古学会幹事)

埴生雅章 (富山県土木部都市計画課主幹)

3.本書に掲載した図版の縮尺は、各図面に明記した。
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I 史跡の概要

1沿 革

小杉九山遺跡は富山県のほぼ中央部に横たわる小高い射水丘陵上に所在 し、主に飛鳥時代後期の瓦陶兼 業 窯と工

人集落の遺構を残 している。

遺跡の発見は、昭和56年 に小杉流通業務団地の造成に先立ち実施された試掘調査で確認され、昭和57年から60年 に

かけて、富山県教育委員会により順次、発掘調査が進められた。調査の過程で、遺跡の重要性が関係者の間で認識さ

れるようになり、昭和59年 には保存のための盛土がなされ、開発区域から除外されるに至った。

遺跡は射水平野に接 した北西方向に細長 くのびた小丘陵地を中心とし、標高は19mか ら36mを はかる。小丘陵地の

西側斜面は勾配がゆるく、東側は急斜面となっている。西側の谷には農業用溜池の渋浦池があり、雑木林となってい

る。

発掘調査により、次のような遺跡の内容と特色が把握されている。

(1)飛鳥時代後期から白鳳時代前期にかけての瓦陶兼業窯跡、須恵器窯跡が検出されており、ここで生産された瓦の

供給先は北西約1l km隔てた高岡市御亭角遺跡と判明した。古代日本の瓦生産は畿内にのみ集中しており、 7世紀も

しくはそれ以前の瓦陶兼業窯跡は北陸では初めての発見であり、瓦・須恵器生産に伴う大規模な二人集落は全国的

にも少なく、集落形態が把握できる好例である。

(2)奈良時代から平安時代にかけての製鉄炉跡は形態がわかる好例である。

(3)弥生時代から古墳時代にかけての多数の粘土採掘穴は、射水丘陵一帯における該期の原料採土地を示すもので、

遺構としては全国的にみても希少価値がある。

催)丘陵上の古墳時代の群集墳は、射水丘陵においては数少ない好例である。

以上の成果を受けて、富山県教育委員会では遺跡の価値が高いと判断し、国の史跡指定を受けれるよう、文化庁に

働 きかけた。

2 史跡指定

小杉九山遺跡は、わが国の歴史の正しい理解のために欠 くことができず、かつ、遺跡の規模、遺構、出土遺物等に

おいて学術上価値のある遺跡として、文化財保護法に基づき史跡として次のとおり国指定を受けた。

(1)名 称   小杉丸山遺跡

(2)所在地   富山県射水郡小杉町青井谷、大門町水戸田

(3)面 積   32,432m2(実測)

い 指定年月日 平成 2年 3月 8日 (文部省告示第14号 )

(5)指定理由

ア、基準  特別史跡名勝天然記念物及び史豚名勝天然記念物指定基準の史跡 1(住居跡、古墳)、 6(窯跡)に

よる。

イ、説明  小杉丸山遺跡は、射水丘陵の南西部に位置する飛蔦時代後期の瓦・須恵器製作遺跡である。窯 。工房 。

粘土採掘坑・二人の集落などの窯業生産の全貌を示す好例で、出土した軒丸瓦は、飛蔦地方の坂田寺

の系統を引 くものである。畿内政権及び仏教の影響下で成立した各地方での瓦葺建物造営のはじまり

と、その歴史的背景を北陸地方で具体的に示す貴重な遺跡である。併せて、丘陵北東部の尾根上に所

在する円墳 6基を史跡に指定 して、その保存を図ろうとするものである。
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Ⅱ 環境整備の経緯

平成 2年 3月 8日 付けで富山県で15件 目の国指定史跡となった小杉九山遺跡を広 く一般に公開し、活用を図るため

に、県ではさっそく、平成 2年 6月 に学識経験者等から成る「小杉丸山遺跡環境整備計画策定委員会」 (5名)を発

足させた。平成 2年度は 3回の委員会を開催 し、「小杉丸山遺跡環境整備基本計画」を策定 した。

平成 3年度はこの基本計画に従い、事務局と関係者により、関係機関との調整を行った。

平成 4年度は基本計画を踏まえた全体実施設計に取 り組んだ。委員会からは、火入れのできる登窯の復元、景観の

維持、ガイダンス施設の建設などを盛 り組むよう指導があり、平成 4年 10月 にこの全体実施設計が完成 した。

なお、小杉丸山遺跡環境整備計画策定委員会は田中 琢 (奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター長)、 水野正

好 (奈良大学教授)、 湊 晨 (富山県文化財保護審議会委員)、 西井龍儀 (富山県考古学会幹事)、 埴生雅章 (富山県

土木部都市計画課係長)で構成 した。

平成 5年度には文化庁の補助事業 (史跡等活用特別事業)と して採択を受け、 3年計画の約370百万円の環境整備事業

がスタートした。事業の実施にあたり、専門的見地から指導と助言を得るために「国指定史跡小杉九山遺跡環境整備検討

委員会」 (4名 )を新たに設置した。委員は水野正好、湊 晨、西井龍儀、埴生雅章で構成したど事業費は101,360,561円

で工事の種類としては造成工事、園路広場工事、四阿設置工事、植栽工事等であり、設計監理は委託とした。

平成 6年度は事業費114,096,473円 で、工事の種類としては広場排水工事、修景施設工事、遺構施設工事、遺構全

体模型設置工事などを行った。平成 5。 6の 2箇年は野外施設の修景整備を行い、登窯の復元、全体模型の設置、園

路整備、遺構表示、植生復元などがなされた。

平成 7年度はガイダンス施設の建設が事業費150,631,809円 で行われた。遺跡の概要を案内する施設として建設さ

れたもので、瓦の製作遺跡であることから、本瓦葺きで周囲の景観になじむよう木造建築が採択された。建設位置は

本史跡へのアプローチを考慮 して、主要地方道高岡・小杉線から最も近い場所となった。

Ⅲ 環境整備の基本方針

小杉丸山遺跡は、射水丘陵に位置する飛鳥時代後期の瓦・須恵器製作遺跡で、窯業生産の全貌を示す好例 として国

史跡となったことから、この環境整備の実施にあたつては、「/1ヽ杉九山遺跡環境整備計画策定委員会」における十分

な議論を経て、次のような基本方針が打ち出された。

(1)史跡内に資料館を建設し、出土遺物等の展示を行う。

(2)展示シナリオの柱は古代の焼物とする。

(3)当時の登窯、製鉄炉、住居等を復元 し、登窯については火入れを行い、瓦や焼物を製作する。

(4)近接する陶房匠の里等との有機的関連をはかる。

また、国庫補助事業として採択を受けてからは、「国指定史跡小杉九山遺跡環境整備検討委員会」での指導を受け

次のような整備の方針が提言された。

(1)歴史的建造物等の復元については、登窯を復元し、火入れを行う。また、植生復元や旧景観の保持に努める。

(2)遺構全体模型の設置については、史跡中央部の丘陵頂部に、射水丘陵の地形復元を行った模型を据え付け、該期

の遺跡の分布状況を示す。なお、これは、当初、遺構露出保護展示施設の設置として、工人の住居跡の露出展示が

予定されていたが、史跡をより理解 しやすくするためなどの理由から変更となった。

(3)ガ イダンス施設の建設については、古代の焼物を展示テーマとする景観に調和 したものを建設する。
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Ⅳ 事業費

工事等の名称 工事等の内容 平成5年度 平成6年度 平成7年度 合  計

造成工事 排水施設、電気施設、遺構施設等 48,579,950F弓

園路広場工事 回路、小舗石縁石、土居木階段等 25,577,990F弓

四阿設置工事 木製四阿等 8,549,000円

植栽その1工事 法面緑化等 6,231,500円

植栽その2工事 植栽復元等 7,158,500円

四阿外設置工事 木製四阿、登窯復元等 39,449,000F写

広場排水工事 給排水施設、電気施設、回路等 31,374,830円

植栽その1工事 植栽復元等 11,463,900円

植栽その2工事 植栽復元等 8,178,200円

案内説明板設置工事 案内説明板等 14,523,000円

ガイダンス施設新築工事 施設新築 97,850,000F弓

ガイダンス施設電気設備工事 電気設備 6,540,500円

ガイダンス施設給排水工事 給排水衛生設備 5,356.000円

ガイダンス施設給水装置工事 給水装置 1,119,920円

ガイダンス施設浄化槽工事 浄化槽設備 6,180,000円

ガイダンス施設外構工事 外構整備 21,197,400円

ガイダンス施設植栽工事 外構植栽 2.317.500円

地質調査委託 ガイダンス施設の地質調査 3,038,500円

設計監理委託 実施設計及び工事監理 4,300,250円 5,047,000円 9,064,000円

事務費等 整備委員会開催等 963,371円 1,022,043円 1,006,489円

計 101,360,561円 114,096,473円 150,631,809円 366,088,843F弓

国庫補助額 50,674,000F弓 57.044,000F写 74,900,000F] 182,618,000円

県費 50,686,561円 57,052,473F弓 75,731,809円 183,470,843円

計 101,360,561円 114,096,473円 150,631,809円 366,088,843F弓
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V 整備内容

(1)歴史的建造物の復元

歴史的建造物の復元としては、登窯復元と遺構表示を行った。また各復元建造物間は、見学者が回遊 したり効率よ

く学習できるよう回路を設けた。以下に各復元物と園路の整備内容を述べる。

〔登 窯〕

登窯は、遺構の発掘調査に基づき、飛鳥時代後半から白鳳時代前期 (AC 7世紀中頃から後半)にかけて、須恵器 。

瓦を同一の窯で焼いた北陸最古の瓦陶兼業窯の復元を行った。

遺構である窯の全長は、約7.3m,幅 は1.5mで細長 く煙出し部で狭 くなる半地下式の構造で、床は、無階無段方式

であったのに対 し、復元窯は、外形の大きさは昔の窯のとおりとし、窯の内部は、現代の窯の形状とし、実際に焼き

物がうまく焼けるように工夫を行った。また窯の外形がよくわかるように窯全体を地上部に出した。

窯の設置位置は、復元窯に実際に火入れを行うので、遺構を守るため実際の位置より南側にずらし設置した。

〔遺構表示〕

史跡指定地内の丘陵部西側斜面と東側斜面の標高25～ 30mの位置には、竪穴住居跡が24棟、段状遺構が 5箇所、製

鉄関連遺構が 3箇所、炭焼き窯跡が 7箇所発見された。このうち、住居跡の代表的なものとして尾根部の第 2号住居

跡の遺構表示をおこない、製鉄関連遺跡・炭焼き窯跡の代表的なものとして丘陵部南西部の第 1号製鉄炉跡 ,炭 き焼

窯跡 2箇所、また丘陵南東部の第 2、 第 3号窯跡の遺構表示を行った。

表示方法としては、経年変化が少なく、管理が必要ない自然素材の花聞岩の小舗石を用い、各遺構の上部に盛土を

行い表示 した。小舗石の設置に関しては、雨水が貯まりにくくするためと、平面的な表示に若千でも立体的に見せる

ため、遺構表示中央部を周辺より高 く山型にした。

〔回 路〕                              
｀

回路は、各遺構復元物を回遊できると共に、史跡指定地の地形状況が実際に歩いて把握できるように設置した。縦

断勾配も主な園路においては、身体障害者利用に対応できるものとし、全ての施設、遺構復元物等にアプローチが可

能なルー トに設置した。

舗装素材は、より自然の状態に仕上がるものを使用 した。路盤を砕石で締固めて、表層を加熱したアスファル トを

泡状化 し、真砂土と混合したもので仕上 Iデた。

(2)遺構全体模型の設置

史跡指定地を含む射水丘陵一帯は、古代の鉄生産・須恵器生産を行った手工業生産地として重要な役害↓を果たして

いた。しかしながら、現在、史跡指定地周辺は、小杉流通業務団地となり、昔の風景を想像 しにくい状況にある。

そこで今回整備において、日に映る現在と過去とが対比でき、ビジュアルに学習できる遺構全体の復元模型の設置を

行うこととした。

模型は、縮尺1/200と し、史跡指定地を含む周辺約400m角 の範囲を立体的に表現 した、大きさ2.lm× 2.lmも ので

ある。時代は、この遺跡が北陸最古の瓦・須恵器生産を行っていた 7世紀中頃に設定し、地形の模型の上に竪穴住居、

工房、瓦陶兼業窯の復元模型を配置をした。また、遺跡指定地内に存在する古墳群については、 6世紀後半につくら

れたと推定されており時代背景が異なることから場所と大きさの明記のみとした。

模型の素材としては、この場が焼き物の産地であったということや季節間による色 ,材質変化のない耐久性のある

ものとして有田焼の陶磁器質を使用 した。
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模型の設置位置については、尾根部中央付近の史跡指定地の見渡しのきく場所に設置し、現代と過去が文↓比できる

ようにした。

(3)ガイダンス施設

本施設は、史跡が展望できる敷地の北側に位置し、主要地方道高岡・小杉線の交差点を通過する際に望むことがで

き、アクセスも良い。周囲の環境を考慮 し、史跡公園として違和感のないよう配慮 した。

建物は木造一階建、建築面積324ポ 、廷床面積263m2で ぁる。外部仕上げとしては、屋根は本瓦葺、外壁の主要部は、

ピーラ材で、和風のデザインとなっている。内部仕上げとして、天丼は杉縁甲板、内壁はペンキ下地用クロス張、床

はフローリング張 りで落着いた展示空間とした。屋根の本瓦葺きは、この遺跡から飛鳥時代の瓦が出土したことに由

来しており、軒丸には出土品の文様が復元されている。また、φ360mlnの 九柱や330Hlm角 の梁材などを前面に表現 し、

軸組の美しさや木の暖かみを感 じとれるようになっている。

地震対策としては、重要度指数1.10を用い、耐震設計を行っており、来館者への安全配慮や展示品の安全性向上の

保全対策を重視 した。

施設への導入部分は、出会いの広場としてインターロッキング舗装とし、施設回りは、陶板タイル張により瓦をイ

メージした意匠となっている。また、隣地境界には生け垣を施 し、史跡として独立した空間を創出した。

本施設は、訪れた人々に史跡をよく理解 していただき、また憩いの場として利用してもらえるよう意図したもので

あり、内部は、遺跡からの出土遺物や関連資料の展示を行う陳列ブロックと、史跡を望みながら休息できる展望ブロッ

クで構成されている。

また、高齢者等の弱者にも配慮 し、エントランスや展示室には段差をなくし、スロープや手すりを配し、車椅子用

トイレも設けた。

(4)そ の他

〔サイン〕

本史跡の銘板をガイダンス施設北東部のエントランス横に 1箇所設置した。全体案内板は、ガンダンス施設入口部

付近とガイダンス施設から屋外展示施設に向う園路沿いの 2箇所に設置した。説明板は、歴史的建造物の復元物およ

び古墳跡等に設置 した。

サイン類の材質は、全て花尚岩の土台にステンレスの加工品の本体という共通素材を用い、デザインの統一化を計っ

た。

〔車 止〕

車止めは、ガイダンス施設北東部エントランスの歩道部と史跡指定地南東部の園路入口部に設置した。材質は、花

尚岩とし、車上の上部には小杉九山遺跡で出土 した軒九瓦の模様をデザインとして取 り入れた。

〔植栽工事〕

植栽は、境界周辺に流通業務団地とのバッファとして常緑樹であるシラカシ、モチノキ、アラカシを主とした列植

植栽を行った。

丘陵部については、史跡全体の眺望の確保のため高木植栽は、あまり行わず、各施設まわりにポイント的に在来種

の花木を中心に植栽 した。

古墳群付近は、後背する現況林に馴染む樹種を主とした植栽を行った。
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